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東アジアにおける下部対流圏オゾンの衛星観測とモデルシミュレーションの比較
Comparison of satellite observation of lower tropospheric ozone with model simulation over
East Asia
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OMI(Ozone Monitoring Instrument)の紫外線スペクトル観測からオゾン鉛直プロファイルをリトリーバルした
結果 (Liu et al., 2010)を使って、Hayashida et al.(2015)は中国中東部の下部対流圏オゾン増大現象を報告
した。しかしながら、オゾン鉛直分布の導出には平滑化誤差が極めて大きいことから、対流圏最下層のオゾン
を衛星観測から明らかにするためには、上部対流圏/下部成層圏（UT/LS）におけるオゾン変動の影響に十分注
意する必要がある。本研究ではUT/LSのオゾン増大が下部対流圏に与えるみかけの影響を除去するための手法を
開発した。開発したスクリーニング手法を用いて下部対流圏オゾンに対するみかけの影響を取り除いた後にお
いても、2006年6月には中国中東部においてオゾンの増大現象を明確に示すことができ、Hayashida et al.
(2015)の結果を確認できた。6月におけるオゾン増大現象の理由を明らかにするために、気象研究所で開発され
た化学気候モデルMRI-CCM2(Deushi and Shibata, 2011)によるシミュレーションとの比較を行った。シ
ミュレーションの結果はOMIで観測された6月のオゾン増大現象をよく再現しており、その原因は工業活動や自
動車など人為起源のオゾン前駆物質放出と紫外線環境でほぼ説明できることが示された。さらにYamaji et al.
(2010)のエミッション推定値を使って、冬小麦の収穫後の畑の残渣焼却の影響についても調べたところ、OMIの
もつ鉛直分解能程度ではその影響はあまり大きく検知されず、たかだか1DU程度と推定された。 
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